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関
西
国
際
空
港
の
開
港
を

来
年
に
控
え
、
急
増
す
る
外

国
人
の
た
め
の
医
療
に
関
す

　
　
　
″
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
が

る
民
間
の
電
話
相
談
窓
口

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報

セ
ン
タ
ー
大
阪
」
が
十
二
月
、

大
阪
市
内
に
開
設
さ
れ
る
。

準
備
を
進
め
て
い
る
の
は
国

際
的
な
医
療
保
健
活
動
に
従

事
す
る
若
手
医
師
ら
に
よ
る

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
．
（
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
）
’
。
設
立
準
備
郷

員
会
の
代
表
を
務
め
る
近
畿

大
学
医
学
部
助
手
の
精
神
科

医
’
、
宮
地
尚
子
さ
ん
（
一
ご
）
は

「
で
き
る
だ
け
多
く
の
医
師
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
」
・
・

と
呼
び
か
け
て
い
る
。
＜

　
「
よ
く
海
外
で
病
気
に
な
っ

た
時
ほ
ど
心
細
い
こ
と
は
な

い
、
と
言
い
ま
す
ね
。
臼
本
に
士

来
て
い
る
外
国
人
も
同
じ
だ
と

尼
う
ん
で
す
」
と
宮
地
さ
ん
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
は
一
九
九
一
年
四
月
、
ま
ず

東
京
に
開
設
さ
れ
た
。
外
国
語

外
国
人
の
医
療
電
話
相
談

に
つ
い
て
話
す
宮
地
さ
ん

＝哭罷問題
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業
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
住
の
日
本
人
の
電
話
相
談
を
し

　
ご
れ
ま
で
に
受
け
た
相
談
は
て
い
た
。
　
　
　
　
一

八
手
数
か
国
の
人
か
包
竪
千
　
　
「
言
葉
の
壁
や
文
化
の
違
い

三
百
件
。
う
ち
二
割
近
く
が
関
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

西
方
面
か
ら
だ
っ
た
。
／
「
で
も
て
、
孤
立
し
て
い
る
人
が
多
い

電
話
代
が
大
変
だ
し
’
、
東
京
で
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
で
も

は
関
西
の
情
報
も
十
分
で
は
な
ま
だ
ア
メ
リ
刀
は
他
民
族
に
対

い
」
。
新
空
港
の
開
港
で
外
国
し
て
開
か
れ
て
お
り
、
抽
本
人

人
の
急
増
が
予
想
さ
れ
、
大
阪
も
多
い
。
日
本
の
よ
う
な
閉
鎖

で
の
セ
ン
タ
ー
計
画
が
持
ち
上
的
な
社
会
で
暮
ら
矛
外
国
人
は
≒

が
っ
た
。
犬

　
医
療
人
類
学
、
比
較
文
化
精

神
医
学
を
専
攻
す
る
宮
地
さ
ん

は
一
九
八
九
年
か
ら
昨
年
ま
で

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
留
学
。
ボ

ラ
ン
テ
ツ
ア
で
ボ
ス
ト
ン
市
在

ど
う
だ
ろ
う
か
、
ど
思
っ
た
の

で
す
」

　
留
学
前
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
会
・
。

員
で
も
あ
咬
そ
ん
な
自
分
の

経
験
と
知
識
を
役
立
て
ら
れ
れ

ぱ
と
代
表
を
引
き
受
け
た
。

若手医師らの準備委

関
西
新
空
港
開
港
控
え
計
画

協力者呼･び.かけ

　
　
開
設
に
向
け
て
、
先
日
大
阪
’
「
結
局
、
最
大
の
原
因
は
情

　
で
問
題
点
を
話
し
合
っ
た
。
　
報
不
足
で
す
。
制
度
的
な
こ
と

　
　
「
ま
ず
言
葉
の
壁
。
医
者
に
や
精
神
的
な
問
題
も
含
め
て
、

か
か
っ
て
い
て
も
十
分
な
号
ヽ
安
心
し
て
相
談
で
き
る
窓
口
が

　
。
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ず
、
必
要
で
す
」

治
療
が
う
ま
く
い
か
な
い
場
合

も
予
想
さ
れ
る
。
次
に
習
慣
、

文
化
の
違
い
。
た
と
え
ば
、
人

前
で
肌
を
見
せ
る
こ
と
が
タ
ブ

ー
の
国
の
女
性
は
、
診
察
室
で

無
理
に
服
を
脱
が
さ
れ
る
と
お

　
大
阪
府
で
も
昨
年
か
ら
衛

生
対
策
審
議
会
で
検
討
し
、

医
療
情
報
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
作
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
る
。

　
「
役
割
分
担
し
な
が
ら
連
携

び
え
て
し
ま
い
ま
す
』
　
　
　
　
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
た
と

そ
し
て
、
治
療
養
の
問
題
。
え
ば
、
自
治
体
の
セ
ン
タ
ー
に

一
年
以
上
滞
在
す
る
場
合
は
国
は
不
法
滞
在
者
は
警
戒
し
て
行

民
健
康
保
険
に
加
入
で
き
る
か
な
い
。
で
も
、
私
た
ち
は
不

。
が
、
制
度
を
知
ら
な
い
人
や
加
法
滞
在
か
ど
や
か
は
問
い
ま
せ

人
で
き
な
い
人
も
い
る
。
そ
の
ん
」
と
宮
地
さ
ん
。

た
め
、
高
額
を
自
己
負
担
す
る
　
現
在
、
協
力
医
と
共
に
、
外

ケ
ー
ス
が
多
く
、
衷
飽
寮
費
国
語
が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
払
え
な
い
人
に
、
補
て
ん
措
も
募
集
し
て
い
る
。
連
絡
は
同

置
を
取
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
ほ
ど
だ
。

大
医
学
部
衛
生
学
教
奎
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